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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を撮影して画像情報を取得する撮影手段と、前記撮影手段により取得された前記画
像情報、及び各種の視聴用情報を複数記録する記録手段と、前記記録手段に記録された前
記複数の画像情報及び各種の視聴用情報を再生する再生手段とを有する情報記録再生装置
と、
　前記情報記録再生装置と情報の送受信を行う情報処理装置と、
　を備える情報管理システムであって、
　前記情報記録再生装置は、
　前記記録手段に記録された前記複数の画像情報及び各種の視聴用情報のうち、少なくと
も何れか一の情報を削除する情報削除手段と、
　前記記録手段に記録された前記複数の画像情報及び各種の視聴用情報の各々が前記情報
削除手段による削除対象であるか否かに係る削除対象特定情報を記憶する特定情報記憶手
段と、
　前記撮影手段による画像の撮影が可能な撮影モードが指定された際に、前記記録手段の
残りの記録容量が前記撮影手段により画像を連続撮影して取得される所定数の画像情報を
記録するのに十分な記録容量であるか否かを判定する記録容量判定手段と、
　を備え、
　前記情報削除手段は、前記記録容量判定手段により前記記録容量が十分でないと判定さ
れた場合に、前記撮影手段により取得される前記所定数の画像情報を記録するための記録
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容量を確保するように、前記複数の画像情報及び各種の視聴用情報の中から前記特定情報
記憶手段の前記削除対象特定情報に基づいて削除対象を特定して削除する
　ことを特徴とする情報管理システム。
【請求項２】
　前記情報処理装置は、
　前記情報記録再生装置の前記記録手段に記録させる視聴用情報を前記情報記録再生装置
に送信する視聴用情報送信手段を備え、
　前記情報記録再生装置の前記情報削除手段は、さらに、前記視聴用情報送信手段からの
前記視聴用情報の送信の際に、前記記録手段に記録された前記削除対象を削除する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報管理システム。
【請求項３】
　前記情報記録再生装置は、
　前記記録容量判定手段により前記記録容量が十分でないと判定された場合に、当該記録
容量が十分でない旨を報知する報知手段を備える
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の情報管理システム。
【請求項４】
　前記情報処理装置は、
　前記記録手段に記録される前記複数の画像情報及び各種の視聴用情報の各々のバックア
ップを行うバックアップ手段を備え、
　前記特定情報記憶手段は、前記削除対象特定情報として、前記バックアップ手段により
前記バックアップが既に行われているか否かに係るバックアップ済み特定情報を記憶し、
　前記情報削除手段は、さらに、前記複数の画像情報及び各種の視聴用情報の中から、前
記バックアップ済み特定情報に基づいて前記バックアップが既に行われている情報を削除
対象として特定する
　ことを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の情報管理システム。
【請求項５】
　前記情報記録再生装置は、
　前記複数の画像情報のうち、前記バックアップ手段により前記バックアップが未だ行わ
れていない画像情報を前記情報処理装置に送信する情報送信手段を備え、
　前記情報処理装置は、
　前記情報送信手段から送信された画像情報を受信する情報受信手段を備え、
　前記バックアップ手段は、さらに、前記情報受信手段により受信された画像情報のバッ
クアップを行う
　ことを特徴とする請求項４に記載の情報管理システム。
【請求項６】
　画像を撮影して画像情報を取得する撮影手段と、
　前記撮影手段により取得された前記画像情報を複数記録する記録手段と、
　前記記録手段に記録された前記複数の画像情報のうち、少なくとも何れか一の情報を削
除する情報削除手段と、
　前記画像情報を外部に送信する画像情報送信手段と、
　前記記録手段に記録された前記画像情報の各々が前記情報削除手段による削除対象であ
るか否かに係る削除対象特定情報を記憶する特定情報記憶手段と、
　前記撮影手段による画像の撮影が可能な撮影モードが指定された際に、前記記録手段の
残りの記録容量が前記撮影手段により画像を連続撮影して取得される所定数の画像情報を
記録するのに十分な記録容量であるか否かを判定する記録容量判定手段と、
　を備えた撮影装置に内蔵されたＣＰＵによって実施される撮影方法であって、
　前記情報削除手段は、前記記録容量判定手段により前記記録容量が十分でないと判定さ
れた場合に、前記撮影手段により取得される前記所定数の画像情報を記録するための記録
容量を確保するように、前記複数の画像情報の中から前記特定情報記憶手段の前記削除対
象特定情報に基づいて削除対象を特定して削除する
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　ことを特徴とする撮影方法。
【請求項７】
　前記削除対象特定情報は、外部の情報記録装置によりバックアップが既に行われている
画像情報を前記情報削除手段による削除対象として特定する
　ことを特徴とする請求項６に記載の撮影方法。
【請求項８】
　画像情報を複数記録する記録手段と、
　前記画像情報を表示する表示手段と、
　前記記録手段に記録された前記複数の画像情報のうち、少なくとも何れか一の情報を削
除する情報削除手段と、
　視聴可能な視聴用情報を外部から受信して前記記録手段に記録する視聴用情報受信手段
と、
　前記記録手段に記録された前記画像情報の各々が前記情報削除手段による削除対象であ
るか否かに係る削除対象特定情報を記憶する特定情報記憶手段と、
　前記視聴用情報受信手段により視聴用情報を受信する際に、前記記録手段の残りの記録
容量が前記視聴用情報受信手段により受信される視聴用情報を記録するのに十分な記録容
量であるか否かを判定する記録容量判定手段と、
　を備え、
　前記情報削除手段は、前記記録容量判定手段により前記記録容量が十分でないと判定さ
れた場合に、前記視聴用情報受信手段により受信される前記視聴用情報を記録するための
記録容量を確保するように、前記複数の画像情報の中から前記特定情報記憶手段の前記削
除対象特定情報に基づいて削除対象を特定して削除する
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項９】
　前記特定情報記憶手段は、前記削除対象特定情報として、外部の情報記録装置によりバ
ックアップが既に行われているか否かに係るバックアップ済み特定情報を記憶し、
　前記情報削除手段は、さらに、前記複数の画像情報の中から、前記バックアップ済み特
定情報に基づいて前記バックアップが既に行われている画像情報を削除対象として特定す
る
　ことを特徴とする請求項８に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　画像情報を複数記録する記録手段と、
　前記画像情報を表示する表示手段と、
　前記記録手段に記録された前記複数の画像情報のうち、少なくとも何れか一の情報を削
除する情報削除手段と、
　視聴可能な視聴用情報を外部から受信して前記記録手段に記録する視聴用情報受信手段
と、
　前記記録手段に記録された前記画像情報の各々が前記情報削除手段による削除対象であ
るか否かに係る削除対象特定情報を記憶する特定情報記憶手段と、
　前記視聴用情報受信手段により視聴用情報を受信する際に、前記記録手段の残りの記録
容量が前記視聴用情報受信手段により受信される視聴用情報を記録するのに十分な記録容
量であるか否かを判定する記録容量判定手段と、
　を備えた画像表示装置に内蔵されたＣＰＵによって実施される画像表示方法であって、
　前記情報削除手段は、前記記録容量判定手段により前記記録容量が十分でないと判定さ
れた場合に、前記視聴用情報受信手段により受信される前記視聴用情報を記録するための
記録容量を確保するように、前記複数の画像情報の中から前記特定情報記憶手段の前記削
除対象特定情報に基づいて削除対象を特定して削除する
　ことを特徴とする画像表示方法。
【請求項１１】
　前記削除対象特定情報は、外部の情報記録装置によりバックアップが既に行われている
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画像情報を前記情報削除手段による削除対象として特定する
　ことを特徴とする請求項１０に記載の画像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像データ及び各種の視聴用データを複数記録するデジタルカメラ等の情報
記録再生装置と、この情報記録再生装置と情報の送受信を行う情報処理装置とを備える情
報管理システム、撮影方法、画像表示装置及び画像表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、被写体を撮影して、その画像を画像データとして保存するデジタルカメラが
知られている。このデジタルカメラにあっては、画像データの保存にメモリカードが用い
られている。
　そして、画像データは、プリントされたりＴＶなどの表示装置から出力されるためにパ
ーソナルコンピュータ等のデジタル画像管理装置に保存されるようになっているが、その
際のデジタル画像管理装置とデジタルカメラとの間の画像データの転送にあっても、現在
のところ、メモリカードを用いるのが主流となっている。
【０００３】
　メモリカードは、予め記録容量が定まっていることから、撮影により画像データの量が
増えてくると残り容量が足りなくなる場合がある。
　そこで、デジタルカメラ内に記録されている画像データをパーソナルコンピュータにバ
ックアップした後、削除することで記録容量を確保する方法が提案されている（例えば、
特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００５－５０１９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近年、デジタルカメラには、大画面のモニタが搭載されてきている。このよ
うな大画面のモニタは、撮影した写真画像の確認を行うのに大変便利であり、消費者に好
評である。しかし、大画面のモニタを写真を撮るという役割でしか利用しないというので
あれば価値が半減するとも考えられる。
　そこで、デジタルカメラが常に携帯されて、フォトフレームのように画像を楽しんだり
、ＴＶ録画データや音楽データを視聴して楽しむという目的でも使用可能である。
【０００５】
　また、近年の携帯型デジタルオーディオプレイヤでは、データ保存にメモリカードに替
えて安価で大容量のフラッシュメモリ等の内蔵メモリが使用されつつある。かかる動向を
鑑みると、デジタルカメラにおいても、画像データの保存等にメモリカードに替えて内蔵
メモリが用いられ、パーソナルコンピュータやデジタル画像表示装置と有線無線を問わず
直接接続して画像データのやりとりを行うようになる可能性がある。
【０００６】
　しかしながら、デジタルカメラは、デジタルオーディオプレイヤと異なり、各種データ
を単に保存・利用するだけではなく、新規の撮影により画像データを取得するという機能
を具備するため、内蔵メモリ等の記録手段がいくら大容量だとしても、その容量に不安が
ある。
　即ち、通常時には、画像データやＴＶ録画データ、音楽データなどを視聴用に保存して
おくため、被写体画像の撮影により記録手段に画像データが蓄積されてくると、画像デー
タの記録容量の確保を十分に行うことができなくなる。
　ここで、上記特許文献１等のように、画像データのバックアップを行うことで記録手段
の記録容量の確保を行うことができるとも考えられるが、通常、バックアップはパーソナ
ルコンピュータ等が存する自宅等でしか行うことができないため、外出先等では被写体の
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撮影タイミングを逃してしまう虞もある。
【０００７】
　そこで、本発明の課題は、画像情報及び各種の視聴用情報の再生を行うことができる情
報記録再生装置であっても、この情報記録再生装置に備わる記録手段の画像情報の記録容
量の確保を適正に行うことができる情報管理システム、撮影方法、画像表示装置及び画像
表示方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、
　画像を撮影して画像情報を取得する撮影手段と、前記撮影手段により取得された前記画
像情報、及び各種の視聴用情報を複数記録する記録手段と、前記記録手段に記録された前
記複数の画像情報及び各種の視聴用情報を再生する再生手段とを有する情報記録再生装置
と、
　前記情報記録再生装置と情報の送受信を行う情報処理装置と
　を備える情報管理システムであって、
　前記情報記録再生装置は、
　前記記録手段に記録された前記複数の視聴用情報のうち、少なくとも何れか一の情報を
削除する情報削除手段と、
　前記記録手段に記録された前記複数の画像情報及び各種の視聴用情報の各々が前記情報
削除手段による削除対象であるか否かに係る削除対象特定情報を記憶する特定情報記憶手
段と、
　前記撮影手段による画像の撮影が可能な撮影モードが指定された際に、前記記録手段の
残りの記録容量が前記撮影手段により画像を連続撮影して取得される所定数の画像情報を
記録するのに十分な記録容量であるか否かを判定する記録容量判定手段と、
　を備え、
　前記情報削除手段は、前記記録容量判定手段により前記記録容量が十分でないと判定さ
れた場合に、前記撮影手段により取得される前記所定数の画像情報を記録するための記録
容量を確保するように、前記複数の画像情報及び各種の視聴用情報の中から前記特定情報
記憶手段の前記削除対象特定情報に基づいて削除対象を特定して削除することを特徴とし
ている。
【００１０】
　請求項６に記載の発明は、
　画像を撮影して画像情報を取得する撮影手段と、
　前記撮影手段により取得された前記画像情報を複数記録する記録手段と、
　前記記録手段に記録された前記複数の画像情報のうち、少なくとも何れか一の情報を削
除する情報削除手段と、
　前記画像情報を外部に送信する画像情報送信手段と、
　前記記録手段に記録された前記画像情報の各々が前記情報削除手段による削除対象であ
るか否かに係る削除対象特定情報を記憶する特定情報記憶手段と、
　前記撮影手段による画像の撮影が可能な撮影モードが指定された際に、前記記録手段の
残りの記録容量が前記撮影手段により画像を連続撮影して取得される所定数の画像情報を
記録するのに十分な記録容量であるか否かを判定する記録容量判定手段と、
　を備えた撮影装置に内蔵されたＣＰＵによって実施される撮影方法であって、
　前記情報削除手段は、前記記録容量判定手段により前記記録容量が十分でないと判定さ
れた場合に、前記撮影手段により取得される前記所定数の画像情報を記録するための記録
容量を確保するように、前記複数の画像情報の中から前記特定情報記憶手段の前記削除対
象特定情報に基づいて削除対象を特定して削除することを特徴としている。
【００１１】
　請求項８に記載の発明の画像表示装置は、
　画像情報を複数記録する記録手段と、
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　前記画像情報を表示する表示手段と、
　前記記録手段に記録された前記複数の画像情報のうち、少なくとも何れか一の情報を削
除する情報削除手段と、
　視聴可能な視聴用情報を外部から受信して前記記録手段に記録する視聴用情報受信手段
と、
　前記記録手段に記録された前記画像情報の各々が前記情報削除手段による削除対象であ
るか否かに係る削除対象特定情報を記憶する特定情報記憶手段と、
　前記視聴用情報受信手段により視聴用情報を受信する際に、前記記録手段の残りの記録
容量が前記視聴用情報受信手段により受信される視聴用情報を記録するのに十分な記録容
量であるか否かを判定する記録容量判定手段と、
　を備え、
　前記情報削除手段は、前記記録容量判定手段により前記記録容量が十分でないと判定さ
れた場合に、前記視聴用情報受信手段により受信される前記視聴用情報を記録するための
記録容量を確保するように、前記複数の画像情報の中から前記特定情報記憶手段の前記削
除対象特定情報に基づいて削除対象を特定して削除することを特徴としている。
【００１２】
　請求項１０に記載の発明は、
　画像情報を複数記録する記録手段と、
　前記画像情報を表示する表示手段と、
　前記記録手段に記録された前記複数の画像情報のうち、少なくとも何れか一の情報を削
除する情報削除手段と、
　視聴可能な視聴用情報を外部から受信して前記記録手段に記録する視聴用情報受信手段
と、
　前記記録手段に記録された前記画像情報の各々が前記情報削除手段による削除対象であ
るか否かに係る削除対象特定情報を記憶する特定情報記憶手段と、
　前記視聴用情報受信手段により視聴用情報を受信する際に、前記記録手段の残りの記録
容量が前記視聴用情報受信手段により受信される視聴用情報を記録するのに十分な記録容
量であるか否かを判定する記録容量判定手段と、
　を備えた画像表示装置に内蔵されたＣＰＵによって実施される画像表示方法であって、
　前記情報削除手段は、前記記録容量判定手段により前記記録容量が十分でないと判定さ
れた場合に、前記視聴用情報受信手段により受信される前記視聴用情報を記録するための
記録容量を確保するように、前記複数の画像情報の中から前記特定情報記憶手段の前記削
除対象特定情報に基づいて削除対象を特定して削除することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、画像情報及び各種の視聴用情報の再生を行うことができる情報記録再
生装置であっても、記録手段における画像情報の記録容量の確保を適正に行うことができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下に、本発明について、図面を用いて具体的な態様を説明する。ただし、発明の範囲
は、図示例に限定されない。
　図１は、本発明を適用した情報管理システムの好適な一実施形態として例示する画像表
示システム１００の全体構成を示すブロック図であり、図２は、画像表示システム１００
におけるデータの流れを模式的に示した図である。
【００１５】
　本実施形態の画像表示システム（情報管理システム）１００は、例えば、図１及び図２
に示すように、複数の画像データ及び各種の視聴用データをメモリカードＭに記録するデ
ジタルカメラ１と、このデジタルカメラ１に接続されて、メモリカードＭに記録されたこ
れら複数のデータを管理する画像管理装置２と、この画像管理装置２に接続されて、複数
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の画像データ及び各種の視聴用データに係る画像等を表示する表示装置３を備えて構成さ
れている。
【００１６】
　画像管理装置２について、図３を参照して詳細に説明する。図３は、画像管理装置２の
要部構成を示すブロック図である。
　ここで、画像管理装置２は、例えば、パーソナルコンピュータ等から構成され、デジタ
ルカメラ１との各種データのやりとりにおける中核をなすものである（図２参照）。即ち
、画像管理装置２は、例えば、デジタルカメラ１から画像データを取得したり、インター
ネットや各種メディア（記録媒体）４等からデータを取得する一方で、インターネット上
にデータを公開したり記録媒体に記録させるようになっている。また、画像管理装置２は
、例えば、取得したデータの削除や、各種データの視聴用に表示装置３に出力するように
なっている。
　具体的には、画像管理装置２は、例えば、図３に示すように、データ転送部２１と、デ
ータ読取装置２２と、記憶装置２３と、入力装置２４と、制御部２５等を備えて構成され
ている。
【００１７】
　データ転送部２１は、例えば、デジタルカメラ１とＵＳＢケーブル（図示略）を介して
接続されるＵＳＢ端子等の外部入出力端子２１ａを備え、デジタルカメラ１との間で各種
のデータの転送を行うものである。
　即ち、データ転送部２１は、例えば、デジタルカメラ１から送信された画像データを受
信するようになっている。具体的には、データ転送部２１は、例えば、未だ画像管理装置
２にてバックアップがなされていない画像データを受信するようになっている。ここで、
データ転送部２１は情報受信手段を構成している。
【００１８】
　また、データ転送部２１は、データ読取装置２２にて読み取られた各種の視聴用データ
（後述）を送信するようになっている。ここで、データ転送部２１は、視聴用情報送信手
段を構成している。
【００１９】
　データ読取装置２２は、例えば、所定のメモリカード２２ａ等が接続されるＰＣカード
リーダ等からなり、メモリカード２２ａに記録されている各種の情報、具体的には、各種
の視聴用データを読み取るものである。
　なお、メモリカード２２ａは、デジタルカメラ１に搭載されたものであっても良いし、
他のデジタルカメラ、デジタルビデオレコーダ、ＩＣレコーダ等の外部機器に搭載された
ものであっても良い。
【００２０】
　ここで、視聴用データとしては、例えば、動画像データ、静止画像データ、音楽データ
等の視覚や聴覚により認識される各種のデータが挙げられる。
【００２１】
　記憶装置２３は、例えば、ハードディスクや各種の不揮発性のメモリ等からなり、制御
部２５の制御下にて、データ転送部２１を介して取得した画像データや、データ読取装置
２２により読み取られた各種の視聴用データ等を記憶するものである。
　即ち、記憶装置２３は、バックアップ手段として、デジタルカメラ１のメモリカードＭ
に記録される画像データ及び視聴用データの各々のバックアップを行うようになっている
。具体的には、記憶装置２３は、インターネット等を介して取得した視聴用データやデジ
タルカメラ１にて撮影されデータ転送部１６を介して転送された画像データ、さらに、デ
ジタルカメラ１の自動削除処理にて削除対象から除外され、バックアップが未だ行われて
いない所定の画像データのバックアップを行うようになっている。
【００２２】
　入力装置２４は、例えば、数値、文字等を入力するためのデータ入力キーや、画像デー
タや視聴用データの選択、送り操作等を行うための上下左右移動キーや各種機能キー等に
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よって構成されるキーボードやマウス等を備え、ユーザにより操作されたキーの操作信号
を制御部２５に出力するようになっている。
【００２３】
　制御部２５は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Mem
ory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）等（何れも図示略）を備えている。そして、Ｃ
ＰＵは、例えば、所定のタイミングか、或いは入力装置２４から出力され入力された押下
信号等に基づいて、ＲＯＭに格納されている各種プログラムを読み出してＲＡＭの作業領
域に展開し、当該プログラムに従って各種処理を実行するようになっている。
【００２４】
　表示装置３は、例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）やＣＲＴ等からなり、画像管理装
置２から出力されて入力される表示制御信号に基づいて、画像データ等並びに各種情報の
入力用の入力画面等を表示するようになっている。
【００２５】
　次に、デジタルカメラ１について、図４を参照して詳細に説明する。図４は、デジタル
カメラ１の要部構成を示すブロック図である。
　デジタルカメラ１は、例えば、被写体を撮影してその画像を画像データとして記録する
ものであり、具体的には、図４に示すように、撮影部１１と、表示部１２と、発音部１３
と、入力部１４と、カードＩ／Ｆ１５と、メモリカードＭと、データ転送部１６と、ＤＲ
ＡＭ１７と、内蔵メモリ１８と、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９等を備えている。
　なお、ＤＲＡＭ１７と、内蔵メモリ１８と、カードＩ／Ｆ１５と、データ転送部１６と
、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、アドレス・データバスＢを介して接続されている。
【００２６】
　撮影部１１は、例えば、レンズ駆動部１１ａと、ＣＣＤ１１ｂと、ＣＤＳ／ＡＧＣ／Ａ
Ｄからなるユニット回路１１ｃと、ＴＧ１１ｄ等を備えている。
【００２７】
　レンズ駆動部１１ａは、例えば、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９の制御下にて、被写体の光学像を
結像する光学レンズ（図示略）を光軸方向に移動させるものである。具体的には、レンズ
駆動部１１ａは、例えば、光学レンズの移動の駆動源となるステッピングモータ（図示略
）や、ステッピングモータに接続され、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９から出力される制御信号に従
って駆動するモータドライバ（図示略）等を備えている。
【００２８】
　ＴＧ（Timing Generator）１１ｄは、例えば、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９の制御下にて、所定
のタイミング信号を出力して、ＣＣＤ１１ｂ及びユニット回路１１ｃの駆動を制御するも
のである。
　ＣＣＤ（Charge Coupled Device）１１ｂは、例えば、光学レンズを通過した被写体像
を二次元の画像データに変換するものである。
　ユニット回路１１ｃは、例えば、ＣＣＤ１１ｂから出力された画像データが入力され、
当該画像データをＣＤＳ（Correlated Double Sampling）によりサンプリングして保持し
、ＡＧＣ（Automatic Gain Control）により増幅して、増幅された画像データをＡＤ（An
alog to Digital）変換器によりデジタルの画像データに変換するものである。そして、
当該デジタル画像データは、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９に出力される。
【００２９】
　表示部１２は、例えば、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９の制御下にて、適宜入力される画像データ
に基づいて所定の画像を表示する液晶モニタ等から構成されている。
　発音部１３は、例えば、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９の制御下にて、適宜入力される音データに
基づいて所定の音を発音するスピーカ等から構成されている。
　ここで、表示部１２及び発音部１３は、メモリカードＭに記録された画像データ及び各
種の視聴用データ等の複数のデータを再生する再生手段を構成している。
【００３０】
　入力部１４は、例えば、電源キー、シャッターボタン、モード選択キー、十字キー等の
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複数のキーを備え、ユーザにより操作されたキーの操作信号をＤＳＰ／ＣＰＵ１９に出力
するようになっている。
【００３１】
　データ転送部１６は、例えば、画像管理装置２と接続されるＵＳＢ端子等の入出力端子
１６ａを備え、画像管理装置２との間で各種のデータの転送を行うものである。
　具体的には、データ転送部１６は、撮影部１１により撮影されて取得された画像データ
を画像管理装置２に送信するようになっている。特に、データ転送部１６は、情報送信手
段として、例えば、画像管理装置２にてバックアップが未だ行われていないデータを画像
管理装置２に送信するようになっている。
【００３２】
　メモリカードＭは、例えば、カードＩ／Ｆ１５を介して脱着自在に設けられ、撮影部１
１により取得された画像データ及び画像管理装置２から送信されデータ転送部１６を介し
て受信された各種の視聴用データを記録するものである。
　これら複数の画像データ及び各種の視聴用データは、例えば、画像管理装置２にてバッ
クアップが行われているか否かに係るバックアップ済み特定情報と対応付けられて記録さ
れている。バックアップ済み特定情報（削除対象特定情報）は、具体的には、例えば、Ｄ
ＳＰ／ＣＰＵ１９の制御下における自動削除処理（後述）にて画像データ及び各種の視聴
用データを削除対象とするか否かを特定するためのものである。
　また、バックアップ済み特定情報は、例えば、デジタルカメラ１と画像管理装置２とが
接続されてバックアップ処理が行われることにより、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９の制御下にて、
バックアップ済みであることを示す情報が付与されるようになっている。
　ここで、メモリカードＭは、複数の画像データ及び各種の視聴用データの各々がＤＳＰ
／ＣＰＵ１９の制御下における自動削除処理による削除対象であるか否かに係る削除対象
特定情報を記憶する特定情報記憶手段を構成している。
【００３３】
　ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、例えば、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）機能を有し、所
定のタイミングか、或いは入力部１４から入力された操作信号等に基づいて、内蔵メモリ
１８に格納されている各種プログラムを読み出してＤＲＡＭ１７の作業領域に展開し、当
該プログラムに従って各種処理を実行するものである。
【００３４】
　ＤＲＡＭ（Dynamic RAM）１７は、例えば、画像データ等を一時的に記憶するバッファ
を構成するとともに、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９の作業領域や各種データの格納領域等を構成し
ている。
【００３５】
　内蔵メモリ１８は、例えば、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９の各種動作プログラムや、各部の制御
に係る各種データ等を記憶するものである。具体的には、内蔵メモリ１８には、情報削除
プログラム、記録容量判定プログラム、報知プログラム（いずれも図示略）等が記憶され
ている。
【００３６】
　情報削除プログラムは、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９を情報削除手段として機能させるものであ
る。即ち、情報削除プログラムは、メモリカードＭに記録された複数の画像データ及び各
種の視聴用データのうち、少なくとも何れか一のデータを削除する自動削除処理、具体的
には、メモリカードＭに撮影部１１により取得される画像データを記録するための記録容
量を確保するように、複数のデータの中からメモリカードＭに記録された複数のデータの
バックアップ済み特定情報に基づいて画像管理装置２にてバックアップが既に行われてい
るデータを削除対象データとして特定して削除する自動削除処理に係る機能をＤＳＰ／Ｃ
ＰＵ１９に実現させるためのプログラムである。より具体的には、情報削除プログラムは
、撮影動作処理や画像転送動作処理にて、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９によって、メモリカードＭ
に記録された所定のデータを削除するためのものである。
　なお、画像管理装置２にてバックアップが未だ行われていないデータについては、デジ
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タルカメラ１と画像管理装置２とが接続されて画像管理装置２によりバックアップされる
と、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、当該バックアップ済みのデータを削除対象とすることができ
るようになっている。
【００３７】
　記録容量判定プログラムは、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９を記録容量判定手段として機能させる
ものである。即ち、記録容量判定プログラムは、メモリカードＭに画像データの記録容量
が十分あるか否かを判定する記録容量判定処理に係る機能をＤＳＰ／ＣＰＵ１９に実現さ
せるためのプログラムである。
【００３８】
　報知プログラムは、記録容量判定処理にて記録容量が十分でないと判定された場合に、
当該記録容量が十分でない旨を表示部１２や発音部１３から報知させる報知処理に係る機
能をＤＳＰ／ＣＰＵ１９に実現させるためのプログラムである。ここで、ＤＳＰ／ＣＰＵ
１９は、報知プログラムを実行することにより、表示部１２及び発音部１３と協働して報
知手段を構成している。
　これにより、表示部１２や発音部１３からメモリカードＭにおける画像データの記録容
量が十分でないことを報知して、ユーザに適正に認識させることができる。
【００３９】
　次に、画像表示システム１００における撮影動作処理及び画像転送動作処理について図
面を参照して説明する。
【００４０】
　先ず、デジタルカメラ１による撮影動作処理について図５～図７を参照して説明する。
　図５は、デジタルカメラ１による撮影動作処理に係る動作の一例を示すフローチャート
である。また、図６は、自動削除処理に係る動作の一例を示すフローチャートであり、図
７は、手動削除処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
【００４１】
　撮影動作処理は、例えば、ユーザによる入力部１４の電源キーのＯＮ操作やモード設定
キーにより撮影モードが選択指定された場合に実行される処理である。
　なお、以下の説明にあっては、撮影モードが選択された際に、メモリカードＭに画像デ
ータが全く記録されていない場合（バックアップされていない場合）と、バックアップ済
みの画像データが所定量記録されている場合とに場合分けして説明する。
【００４２】
＜画像データが全く記録されていない場合＞
　画像データが全く記録されていない場合、図５に示すように、先ず、ＤＳＰ／ＣＰＵ１
９の制御下にて、内蔵メモリ１８から読み出された所定のプログラムの実行に基づいて、
画像撮影に必要な空き容量を計算する（ステップＳ１）。
　ここで、必要空き容量は、例えば、連写モードにおける一回分の撮影に必要な容量や、
ユーザにより指定された枚数分撮影可能な容量である。後者であれば所定の撮影画像サイ
ズに指定撮影枚数を積算して求められる。
【００４３】
　次に、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、内蔵メモリ１８から読み出された所定のプログラムの実
行に基づいて、メモリカードＭの残りの容量が必要空き容量以上であるか否か判定する（
ステップＳ２）。
　ここで、メモリカードＭには画像データが全く記録されていないため、メモリカードＭ
の残りの容量が必要空き容量以上であるとＤＳＰ／ＣＰＵ１９により判定され（ステップ
Ｓ２；ＹＥＳ）、その後、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステップＳ３に移行して、それ以降の
処理を実行制御する。
【００４４】
　ステップＳ３にあっては、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、内蔵メモリ１８から読み出された所
定のプログラムの実行に基づいて、メモリカードＭの残りの容量から画像１枚の撮影画像
サイズを減算した値が０以上であるか（メモリカードＭの残りの容量が画像１枚の撮影画
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像サイズ以上であるか）否か判定する。
　ここで、メモリカードＭには画像データが全く記録されていないため、メモリカードＭ
の残りの容量から画像１枚の撮影画像サイズを減算した値が０以上であるとＤＳＰ／ＣＰ
Ｕ１９により判定され（ステップＳ３；ＹＥＳ）、その後、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステ
ップＳ４に移行して、それ以降の処理を実行制御する。
【００４５】
　ステップＳ４にあっては、ユーザによるシャッターボタンの操作に従って撮影指示が入
力されると（ステップＳ４；ＹＥＳ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、撮影部１１を制御して画
像を撮影した後（ステップＳ５）、当該画像に係る画像データをメモリカードＭに記録（
保存）させる（ステップＳ６）。
【００４６】
　その後、ユーザにより電源がオフされるまで、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステップＳ３に
移行して、それ以降の処理を実行制御する。
　ここで、複数枚の画像の撮影により複数の画像データが記録されてメモリカードＭの残
り容量が足りなくなると、即ち、ステップＳ３にて、メモリカードＭの残り容量から画像
１枚の撮影画像サイズを減算した値が０未満であると判定されると（ステップＳ３；ＮＯ
）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステップＳ７に移行して、自動削除処理を実行制御する。
【００４７】
　自動削除処理にあっては、図６に示すように、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、情報削除プログ
ラムの実行に基づいて、メモリカードＭに削除可能な画像データがあるか否かを判定する
（ステップＳ７１）。
　ここで、メモリカードＭに記録されている複数の画像データは、未だ画像管理装置２に
てバックアップされていないため、バックアップ済みの削除可能な画像データがないと判
定され（ステップＳ７１；ＮＯ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、バックアップされていない画
像データを削除対象から除外して、自動削除処理を終了する。
【００４８】
　次に、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、記録容量判定プログラムの実行に基づいて、メモリカー
ドＭの残りの容量から画像１枚の撮影画像サイズを減算した値が０以上であるか否か判定
する（ステップＳ８）。
　ここで、自動削除処理にて画像データが削除されていないため、メモリカードＭの残り
容量から画像１枚の撮影画像サイズを減算した値が０未満であると判定され（ステップＳ
８；ＮＯ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステップＳ９に移行して、手動削除処理を実行制御
する。
【００４９】
　手動削除処理にあっては、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、報知プログラムの実行に基づいて、
表示部１２を制御して、“残り容量が少なくなっています。手動でデータを削除しますか
？”等の確認画面（警告画面）を表示させた後（ステップＳ９１）、ユーザにより撮影ミ
スした画像や撮影日時が古い画像等の不必要な画像が削除対象として選択され、当該画像
データを削除する（ステップＳ９２）。
　なお、手動削除処理にて、何れの画像データも削除されなかった場合には、ＤＳＰ／Ｃ
ＰＵ１９は、“撮影動作処理を終了します”等の所定の確認画面を表示部１２に表示させ
た後、当該処理を終了させる。
【００５０】
　そして、手動削除処理の実行後、或いは、ステップＳ３又はステップＳ８にてメモリカ
ードＭの残りの容量から画像１枚の撮影画像サイズを減算した値が０以上であると判定さ
れた場合（ステップＳ３及びステップＳ８；ＹＥＳ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステップ
Ｓ４に移行して、それ以降の処理を実行制御する。
【００５１】
　なお、上記の各処理はユーザによる入力部１４の電源キーのＯＦＦ操作やモード設定キ
ーにより再生モードが選択指示されるまで順次実行される。
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【００５２】
＜バックアップ済みの画像データが記録されている場合＞
　先ず、デジタルカメラ１により撮影された画像データのバックアップ処理は、このデジ
タルカメラ１が画像管理装置２とが接続されることにより行われる。
　このバックアップ処理の実行により、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９の制御下にて、メモリカード
Ｍのバックアップ済み特定情報にバックアップ済みであることを示す情報が付与される。
【００５３】
　そして、バックアップ済みの画像データが記録されている場合の撮影動作処理にあって
は、図５に示すように、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステップＳ１にて、画像撮影に必要な空
き容量を計算した後、ステップＳ２にて、メモリカードＭの残りの容量が必要空き容量以
上であるか否か判定する。
　ここで、メモリカードＭの残りの容量が必要空き容量以上であると判定されると（ステ
ップＳ２；ＹＥＳ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステップＳ３に移行して、それ以降の処理
を実行制御する。
【００５４】
　一方、ステップＳ２にて、メモリカードＭの残りの容量が必要空き容量未満であると判
定されると（ステップＳ２；ＮＯ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステップＳ１０に移行して
、自動削除処理を実行制御する。
【００５５】
　自動削除処理にあっては、図６に示すように、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、情報削除プログ
ラムを実行して、バックアップ特定情報に基づいて、画像管理装置２にてバックアップさ
れた削除可能な画像データがあるか否かを判定する（ステップＳ７１）。
　ここで、バックアップ済みの画像データがあると判定されると（ステップＳ７１；ＹＥ
Ｓ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、表示部１２を制御して、“残り容量が少なくなっています
。削除可能画像を削除しますか？”等の確認画面（警告画面）を表示させ（ステップＳ１
０１）、その後、所定の画像データの削除指示「ＯＫ」が入力されると（ステップＳ１０
２；ＹＥＳ）、当該画像データをメモリカードＭから削除する（ステップＳ１０３）。
　また、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、バックアップされていない画像データを削除対象から除
外して、自動削除処理を終了する。
【００５６】
　次に、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、記録容量判定プログラムの実行に基づいて、メモリカー
ドＭの残りの容量が必要空き容量以上であるか否か判定する（ステップＳ１１）。
　ここで、メモリカードＭの残り容量が必要空き容量以上であると判定されると、即ち、
自動削除処理にて必要十分な量のバックアップ済みの画像データが削除された場合（ステ
ップＳ１１；ＹＥＳ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステップＳ３に移行して、それ以降の処
理を実行制御する。
【００５７】
　一方、ステップＳ１１にて、メモリカードＭの残り容量が必要空き容量未満であると判
定されると、即ち、自動削除処理を行っても必要十分な量のバックアップ済みの画像デー
タが削除されていない場合（ステップＳ１１；ＮＯ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステップ
Ｓ１２に移行して、手動削除処理を実行制御する。
【００５８】
　手動削除処理にあっては、ステップＳ９にて行った処理と同様に、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９
は、報知プログラムの実行に基づいて、表示部１２を制御して、確認画面を表示させた後
（ステップＳ９１）、ユーザにより不必要な画像が削除対象として選択されて当該画像デ
ータを削除する（ステップＳ９２）。
　これにより、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、手動削除処理を終了する。
【００５９】
　そして、手動削除処理の実行後、或いは、ステップＳ１１にてメモリカードＭの残りの
容量が必要空き容量以上であると判定された場合（ステップＳ１１；ＹＥＳ）、ＤＳＰ／
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ＣＰＵ１９は、ステップＳ３に移行して、それ以降の処理を実行制御する。
　なお、ステップＳ３以降の処理は、画像データが全く記録されていない場合の処理と略
同様であり、その詳細な説明は省略するものとする。
【００６０】
　次に、画像表示システム１００による画像転送動作処理について図８を参照して説明す
る。
　図８は、画像表示システム１００による画像転送動作処理に係る動作の一例を示すフロ
ーチャートである。
【００６１】
　画像転送動作処理は、例えば、デジタルカメラ１を画像ビューワーとして機能させるた
めに、画像管理装置２から所定数の画像データをデジタルカメラ１に転送させる処理であ
る。
　なお、以下の説明にあっては、デジタルカメラ１のメモリカードＭには、撮影後に画像
管理装置２によりバックアップされた画像データが所定量記録されているものとする。
【００６２】
　先ず、図８に示すように、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９の制御下にて、内蔵メモリ１８から読み
出された所定のプログラムの実行に基づいて、画像撮影に必要な空き容量を計算する（ス
テップＳ２０１）。
【００６３】
　次に、画像管理装置２から転送される所定数の画像が指定されると（ステップＳ２０２
）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、内蔵メモリ１８から読み出された所定のプログラムの実行に
基づいて、メモリカードＭの残りの容量から転送される所定数の画像の総データ量（転送
画像総容量）を減算した値が必要空き容量以上であるか否か判定する（ステップＳ２０３
）。
　ここで、メモリカードＭの残りの容量から転送画像総容量を減算した値が必要空き容量
未満であると判定されると（ステップＳ２０３；ＮＯ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、ステッ
プＳ２０４に移行して、自動削除処理を実行制御する。
　この自動削除処理にあっては、撮影動作処理における自動削除処理と略同様であり、Ｄ
ＳＰ／ＣＰＵ１９の制御下にて、バックアップ済みの所定数の画像データをメモリカード
Ｍから削除する（図６参照）。
【００６４】
　自動削除処理の終了後、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、内蔵メモリ１８から読み出された所定
のプログラムの実行に基づいて、メモリカードＭの残りの容量から転送画像総容量を減算
した値が必要空き容量以上であるか否か判定する（ステップＳ２０５）。
　ここで、メモリカードＭの残りの容量から転送画像総容量を減算した値が必要空き容量
未満であると判定されると、即ち、自動削除処理を行っても必要十分な量のバックアップ
済みの画像データが削除されていない場合（ステップＳ２０５；ＮＯ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ
１９は、ステップＳ２０６に移行して、手動削除処理を実行制御する。
　この手動削除処理にあっては、撮影動作処理における手動削除処理と略同様であり、Ｄ
ＳＰ／ＣＰＵ１９の制御下にて、ユーザにより不必要な画像が削除対象として選択されて
当該画像データを削除する（図７参照）。
【００６５】
　手動削除処理の実行後、ＤＳＰ／ＣＰＵ１９は、内蔵メモリ１８から読み出された所定
のプログラムの実行に基づいて、メモリカードＭの残りの容量から転送画像総容量を減算
した値が必要空き容量以上であるか否か判定する（ステップＳ２０７）。
　ここで、メモリカードＭの残りの容量から転送画像総容量を減算した値が必要空き容量
未満であると判定されると、即ち、手動削除処理を行っても必要十分な量のバックアップ
済みの画像データが削除されていない場合（ステップＳ２０７；ＮＯ）、ＤＳＰ／ＣＰＵ
１９は、表示部１２を制御して、“転送する画像の量が多すぎます。選択し直してくださ
い。”等の警告画面を表示させた後（ステップＳ２０８）、ステップＳ２０２に移行して
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、それ以降の処理を実行制御する。即ち、再度、転送画像の指定が行われた後（ステップ
Ｓ２０２）、画像撮影に必要な空き容量の判定が行われ（ステップＳ２０３）、その判定
結果によっては、自動削除処理（ステップＳ２０４）等が再度実行される。
【００６６】
　一方、ステップＳ２０３、ステップＳ２０５又はステップＳ２０７にてメモリカードＭ
の残りの容量から転送画像総容量を減算した値が必要空き容量以上であると判定された場
合（ステップＳ２０３、ステップＳ２０５及びステップＳ２０７；ＹＥＳ）、ＤＳＰ／Ｃ
ＰＵ１９の制御下にて、指定された所定数の画像データがデジタルカメラ１に転送される
（ステップＳ２０９）。
　これにより、画像転送動作処理を終了する。
【００６７】
　以上のように、本実施形態の画像表示システム１００によれば、メモリカードＭに記録
された複数の画像データの中から、当該複数の画像データの各々のバックアップ済み特定
情報に基づいてバックアップ済みの画像データを削除対象データとして特定することがで
きる。これにより、バックアップ済みの画像データを削除し、バックアップが行われてい
ない必要なデータの削除を防止することができる。従って、画像データ及び各種の視聴用
データの再生を行うことができるデジタルカメラ１であっても、メモリカードＭにおける
画像データの記録容量の確保を適正に行うことができる。
　また、不必要な画像データの削除を自動削除処理により自動的に行うことができるので
、ユーザが画像データの内容を確認しながら削除する必要がなくなって、メモリカードＭ
における画像データの記録容量の確保を簡便に行うことができる。
【００６８】
　また、バックアップが行われていないために削除対象から除外された画像データであっ
ても、画像管理装置２にてその画像データのバックアップが行われることにより削除対象
とすることができるので、メモリカードＭにおける画像データの記録容量の確保を適正に
行うことができることとなって、より魅力的な画像表示システム１００を提供することが
できる。
【００６９】
　さらに、画像管理装置２からデジタルカメラ１に対して各種の画像データを送信する画
像転送動作処理、或いは、撮影部１１により画像を撮影する撮影動作処理の際に、メモリ
カードＭに記録された複数の画像データを削除することができるので、不必要な画像デー
タを削除して、新たに取得する画像データをデジタルカメラ１に対して適正に送信するこ
とができる。
【００７０】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
において、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
　例えば、上記実施形態では、画像管理装置２に記録（保存）されている所定の画像デー
タをデジタルカメラ１に転送する処理（画像転送動作処理）を例示して説明したが、これ
に限られるものではなく、デジタルカメラ１に転送されるデータは画像データに限られる
ものではなく、ユーザにより視聴可能なデータであれば音楽データ等の如何なるデータで
あっても良い。
【００７１】
　また、上記実施形態の自動削除処理にあっては、メモリカードＭにバックアップ済みの
画像データが複数記録されている場合、これら全ての画像データを一度に削除しても良い
し、個別に削除するようにしても良い。
【００７２】
　加えて、上記実施形態の自動削除処理や手動削除処理にあっては、画像データの削除の
際に所定の警告画面（確認画面）を表示するようにしたが、これに限られるものではなく
、警告画面を表示するか否かは適宜変更することができる。即ち、上記実施形態の画像表
示システム１００にあっては、例えば、警告画面を表示しないような構成を採っても良い
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。
【００７３】
　さらに、上記実施形態では、画像データ及び各種の視聴用データの記録手段として、デ
ジタルカメラ１に着脱自在なメモリカードＭを例示したが、これに限られるものではなく
、例えば、フラッシュメモリ等の内蔵メモリ１８であっても良い。この場合、記録容量が
足りなくなっても、メモリカードＭのように他のメモリカードＭに交換するといったこと
ができないため、本発明を適用することがより有効となり、より魅力的な画像表示システ
ム１００を提供することができる。
【００７４】
　加えて、上記実施形態では、削除対象特定情報を記憶する特定情報記憶手段としてメモ
リカードＭを例示したが、これに限られるものではなく、例えば、内蔵メモリ１８等を適
用しても良い。
【００７５】
　また、上記実施形態では、画像データについて、バックアップされているか否かに応じ
て削除対象データを特定するようにしたが、これに限られるものではなく、例えば、画像
データの各々についての再生（使用）回数、直近の再生日時や予め設定された重要度等に
基づいて削除対象データを特定するようにしても良い。また、重要度等に基づいて各デー
タの削除の順位を設定して、この順位に従って削除を行うようにしても良い。例えば、重
要度が低いものから削除対象とするようにしても良い。
【００７６】
　さらに、上記実施形態では、データ読取装置２２に外部機器に搭載されたメモリカード
２２ａを接続してメモリカード２２ａ内の各種の視聴用データを読み取るようにしたが、
これに限られるものではなく、例えば、画像管理装置２に上記の外部機器を直接接続して
、これらの外部機器から直に視聴用データを取得するようにしても良い。
【００７７】
　また、上記実施形態では、デジタルカメラ１と画像管理装置２とをＵＳＢケーブル等を
介して優先接続するようにしたが、これに限られるものではなく、無線ＬＡＮ等の所定の
通信回線を介して無線接続するようにしても良い。
　さらに、上記実施形態では、情報記録再生装置としてデジタルカメラ１を例示したが、
これに限られるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明を適用した情報管理システムの好適な一実施形態として例示する画像表示
システムの全体構成を示すブロック図である。
【図２】図１の画像表示システムにおけるデータの流れを模式的に示した図である。
【図３】図１の画像表示システムを構成する画像管理装置の要部構成を示すブロック図で
ある。
【図４】図１の画像表示システムを構成するデジタルカメラの要部構成を示すブロック図
である。
【図５】図３のデジタルカメラによる撮影動作処理に係る動作の一例を示すフローチャー
トである。
【図６】図５の撮影動作処理における自動削除処理に係る動作の一例を示すフローチャー
トである。
【図７】図５の撮影動作処理における手動削除処理に係る動作の一例を示すフローチャー
トである。
【図８】図１の画像表示システムによる画像転送動作処理に係る動作の一例を示すフロー
チャートである。
【符号の説明】
【００７９】
１００　　画像表示システム（情報管理システム）
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１　　　　デジタルカメラ（情報記録装置）
１１　　　撮影部（撮影手段）
１２　　　表示部（再生手段、報知手段）
１３　　　発音部（再生手段、報知手段）
１６　　　データ転送部（情報送信手段）
１９　　　ＤＳＰ／ＣＰＵ（情報削除手段、記録容量判定手段、報知手段）
２　　　　画像管理装置（管理装置）
２１　　　データ転送部（視聴用情報送信手段、情報受信手段）
２３　　　記憶装置（バックアップ手段）
Ｍ　　　　メモリカード（記録手段、特定情報記憶手段）

【図１】

【図２】

【図３】
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